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南
国
市
長
　
橋
詰
　
壽
人

開
か
れ
た
分
か
り
や
す
い

議
会
を
目
指
す

市
民
に
優
し
い

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を

１
年
を

１
年
を

　
振
り
返
る

　
振
り
返
る
20092009

３
日
　
成
人
式

４
日
　
体
育
始
め

６
日
　
消
防
出
初
め
式

18
日
　
駅
伝
競
走
大
会

１
日
　
国
分
川
の
シ
バ
焼
き

14
日
　
南
国
食
育
フ
ォ
ー
ラ
ム

８
日
　
舟
入
川
・
新
川
・
藻
川
一
斉
清
掃

29
日
　
貫
之
さ
く
ら
ま
つ
り

７
日
　
一
斉
清
掃

８
日
　
南
国
市
地
域
活
性
化
商
品
券

　
　
　
「
な
ん
こ
く
」
販
売

17
日
　
「
宇
賀
家
文
書
」
を
市
保
護
有
形

　
　
　
文
化
財
に
指
定

１
日
　
南
国
市
共
通
商
品
券
「
エ
コ
エ
コ
」

　
　
　
販
売

１
日
　
土
佐
の
ま
ほ
ろ
ば
祭
り

19
日
　
道
の
駅
南
国
「
風
良
里
」
オ
ー
プ
ン

　
　
　
10
周
年
記
念
感
謝
祭

31
日
　
新
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助
手
）

　
　
　
が
赴
任

１
日
　
震
災
訓
練

１
日
　
金
婚
夫
婦
祝
福
式
典

５
日
　
第
２
回
空
弁
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式

３
日
　
市
民
賞
授
与
式

５
日
　
市
議
会
正
副
議
長
選
挙

８
日
　
土
佐
日
記
つ
ら
ゆ
き
時
代
ま
つ
り

８
日
　
ハ
ガ
キ
で
ご
め
ん
な
さ
い

　
　
　
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

８
日
　
第
２
回
地
産
地
消
ご
め
ん
の
軽
ト
ラ
市

15
日
　
地
産
地
消
フ
ェ
ア

20
日
　
技
能
功
労
者
表
彰
式
典

22
〜
29
日
　
美
術
展
覧
会

１
日
　
市
制
施
行
50
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会

３
日
　
「
や
な
せ
た
か
し
ロ
ー
ド
」
＆

　
　
　
「
ご
め
ん
生
姜
地
蔵
」
完
成

３
日
　
ご
め
ん
生
姜
祭
り

10
・
11
日
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢

12
日
　
踊
り
で
国
際
交
流

17
日
　
空
の
駅
「
な
ん
こ
く
ま
ほ
ら
」

　
　
　
オ
ー
プ
ン

17
日
　
高
知
龍
馬
空
港
「
空
の
日
」
イ
ベ
ン
ト

17
〜
19
・
25
日
　
文
化
祭

24
日
　
南
国
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ア

24
日
　
全
国
龍
馬
フ
ァ
ン
の
集
い
南
国
大
会

６
日
　
第
１
回
空
弁
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式

24
日
　
な
ん
こ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
Ｄ
Ａ
Ｙ

24
日
　
第
１
回
地
産
地
消
ご
め
ん
の
軽
ト
ラ
市

南
国
市
議
会
議
長
　
浜
田
　
幸
男

新春あいさつ

11223319
日
　
津
波
避
難
施
設
兼
消
防
屯
所
落
成

4455667788

99101011111212

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
昨
年
は
、
市
制
施
行
五
十
周
年
の
記
念
す
べ
き
年
で
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
記

念
事
業
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
た
く
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ

と
を
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
年
は
百
周
年
に
向
け
、
さ
ら
に
飛
躍
す
る

ス
タ
ー
ト
の
年
と
な
り
ま
す
。

　
ご
承
知
の
と
お
り
、
昨
年
の
衆
議
院
議
員
選
挙
後
の
政
権
交
代
に
よ
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
い
て
、
国
の
制
度
が
見
直
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
同

時
に
、
国
と
地
方
の
関
係
も
変
革
さ
れ
る
べ
く
論
議
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

地
方
財
政
は
今
後
も
困
難
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
市
民
の
皆
さ

ま
の
ご
要
望
に
応
え
て
い
く
た
め
に
、
新
た
な
行
政
改
革
と
財
政
計
画
を
確
立

し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
安
心
し
て
安
全
に
暮
ら
せ
る
、
ま
た
住
み
や
す
い

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
防
災
対
策
や
環
境
対
策
、
都
市
基
盤
整
備
、
産
業
振

興
対
策
、
そ
し
て
子
育
て
支
援
や
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
な
ど
、
市
民
に

優
し
い
、
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
市
政
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
年
一

年
が
市
民
の
皆
さ
ま
一
人
ひ
と
り
に
と
り
ま
し
て
、
幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
よ

う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
し
ま
す
。

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
平
成
22
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
謹
ん
で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
ご
ろ
よ
り
市
議
会
の
活
動
に
対
し
、

格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
、
わ
が
国
は
政
治
経
済
に
お
い
て
変
動
の
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　
経
済
状
況
は
景
気
低
迷
か
ら
よ
う
や
く
回
復
す
る
兆
し
も
見
え
ま
す
が
、
危

機
的
な
財
政
状
況
や
少
子
高
齢
化
な
ど
の
問
題
は
依
然
と
し
て
深
刻
な
状
況
に

あ
り
ま
す
。

　
一
方
、
地
方
分
権
の
推
進
に
よ
り
地
方
自
治
体
が
果
た
す
べ
き
役
割
は
増
大

し
、
今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、
本
市
の
行
財
政
運
営
は
大
変
厳
し
い
状
況
が
続

く
も
の
と
考
え
ま
す
。

　
そ
う
し
た
中
に
あ
り
ま
し
て
も
、
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
開
か
れ
た

分
か
り
や
す
い
議
会
を
目
指
す
と
と
も
に
、
議
員
一
人
ひ
と
り
が
担
う
べ
き
役

割
や
責
務
を
踏
ま
え
、
皆
さ
ま
方
の
負
託
と
期
待
に
沿
う
べ
く
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
ど
う
か
本
年
も
相
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
厚
情
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
方
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
し
ま
す
。
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洋
画

蜻
「
師
走
仕
様
の
信
号
機
」

■
特
選

　「
発
つ
」（
山
岡
美
恵
子
・
駅
前
町
）

■
褒
状

　「
訪
れ
」（
山
本
志
津
子
・
十
市
）

■
奨
励
賞

　「
日
本
水
仙
」（
高
島
田
富
子
・
大
鴦
甲
）
、

　「
華
」（
土
居
英
子
・
十
市
）

■
審
査
員
／
市
川
雅
彦

■
特
選

　
「
師
走
仕
様
の
信
号
機
」
（
半
田
国

夫
・
陣
山
）
　

■
褒
状

　「
菊
」（
横
山
恵
里
奈
・
高
知
市
）
、

　「
夜
」（
松
山
真
由
美
・
香
南
市
）

■
審
査
員
／
平
井
ま
さ
ね

■
特
選

　「
絵
金
オ
マ
ー
ジ
ュ
展
ポ
ス
タ
ー
Ⅱ
」

（
玉
造
義
隆
 ・
立
田
）
　

■
褒
状

　「
U
｜
P
A
　
R
U
｜
P
A

 
｜
ウ
ー
パ
ー
ル
ー
パ
ー
｜
」

（
顴
平
瑶
子
・
香
南
市
）

■
審
査
員
／
松
井
大
洲

■
特
選

　「
雨
聲
来
」（
島
内
秋
草
・
物
部
）

■
褒
状

　「
花
宮
」（
山
下
香
蘭
・
宿
毛
市
）
、

「
杜
審
言
詩
二
首
」（
前
田
麗
真
・

前
浜
）
、
「
雲
海
」（
筒
井
寿
子
・

大
鴦
甲
）
、
「
李
白
詩
」（
澤
谷

清
辰
・
大
鴦
甲
）

■
奨
励
賞

「
雁
影
横
」（
井
上
輝
月
・
大
鴦
乙
）
、

「
砕
」（
岩
原
敬
子
・
大
鴦
甲
）
、「
江

城
」（
古
田
紅
岳
・
岡
豊
町
）
、
「
望

月
」（
坂
本
純
久
・
小
籠
）
、「
雨

鳩
啼
罷
」（
森
知
美
香
・
幸
町
）
、

「
岑
参
詩
」（
唐
岩
香
苑
・
白
木
谷
）
、

「
良
寛
の
歌
」（
濱
田
翠
月
・
十
市
）

■
審
査
員
／
大
野
祥
雲

■
特
選

　
「
う
み
な
り
（
海
鳴
り
）
」
（
太
田

和
雄
・
香
南
市
）
　

■
褒
状

　
「
夕
や
け
こ
や
け
〜
♪
」
（
河
崎
昭

子
・
大
鴦
甲
）
、
「
と
も
し
び
」
（
大

井
英
夫
・
比
江
）

■
奨
励
賞

　「
お
四
国
ま
い
り
」
（
松
岡
恵
美
子
・

日
吉
町
）
、
「
横
街
」
（
椙
山
朋
子
・

里
改
田
）
、
「
運
河
」
（
沢
本
鐡
子
・

大
鴦
甲
）
、
「
べ
ん
が
ら
の
里
風
景
」

（
中
澤
愛
子
・
物
部
）
、
「
ジ
ュ

ー
ス
バ
ー
」
（
藤
原
真
弓
・
香
南
市
）

■
審
査
員
／
竹
村
晴
夫

デ
ザ
イ
ン

日
本
画

■
特
選

　「
滝
雲
」
（
岡
村
昌
之
・
大
鴦
甲
）

■
褒
状

　
「
小
さ
な
お
ま
つ
り
」
（
岡
田
美

智
子
・
浜
改
田
）、
「
秋
日
影
」

（
宮
地
幸
・
香
美
市
）、
「
カ
メ

ラ
マ
ン
」
（
溝
渕
正
・
里
改
田
）、

「
ぬ
く
も
り
」
（
春
田
序
典
・
芸

西
村
）

■
奨
励
賞

　
「
名
人
芸
」
（
永
森
愛
子
・
下
野

田
）、
「
暮
れ
る
頃
」
（
吉
村
謙

一
郎
・
浜
改
田
）、
「
春
の
風
」

（
仙
頭
由
美
・
岡
豊
町
）、
「
お

め
で
と
う
」
（
竹
中
浩
・
国
分
）、

「
も
ら
っ
た
よ
！
」
（
土
居
田
鶴
・

十
市
）

■
審
査
員
／
岩
崎
勇
・
土
居
賢
一

写
真

漫
画

書
道

　11月22日から29日までの８日間、第49回南国市美
術展覧会がスポーツセンターで開催されました。
　厳正な審査の結果、一般の部では、７部門262点
の作品の中から、特選７点、褒状15点、奨励賞22点、
入選158点が選ばれました。
　また、幼児・児童・生徒の部では、７部門１万
690点の作品の中から、特選364点、入選３千732点
が選ばれました。
＊紹介は一般の部。各部門、特選作品の写真を掲載
しています。

南 国 　 市 美 術 展 覧 会

彫
塑
・
工
芸

■
特
選

　「
無
我
童
子
」
（
米
田
實
・
大
鴦
甲
）

■
褒
状

　「
壺
」
（
橋
詰
明
儀
・
久
枝
）
　

■
奨
励
賞

「
秋
月
夜
」
（
吉
本
加
奈
・
前
浜
）
、

「
む
か
し
、
む
か
し
、
音
出
器
」
（
徳

弘
泰
夫
・
高
知
市
）
、
「
山
姥
」
（
鐡

本
忠
之
・
植
田
）

■
審
査
員
／
西
邨
滋

蜻
「
雨
聲
来
」

▲「滝雲」

▲「絵金オマージュ展ポスター　」

▲「発つ」

▲「うみなり（海鳴り）」

蜷
「
無
我
童
子
」

第49回第49回
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財
政
状
況

　
計
画
的
な
財
政
の
健
全
化
を

　
平
成
21
年
度
決
算
は
、
基
金
の

取
り
崩
し
も
予
想
さ
れ
依
然
と
し

て
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
い
て
い

ま
す
。
平
成
22
年
度
か
ら
３
カ
年

の
次
期
南
国
市
中
期
財
政
収
支
ビ

ジ
ョ
ン
を
策
定
し
、
引
き
続
き
計

画
的
な
財
政
の
健
全
化
に
努
め
ま

す
。

　
来
年
度
財
政
収
支
の
見
込
み
は
、

政
権
交
代
に
伴
い
打
ち
出
さ
れ
て

い
る
子
ど
も
手
当
や
農
家
戸
別
所

得
補
償
制
度
の
創
設
、
ガ
ソ
リ
ン

税
な
ど
の
暫
定
税
率
の
廃
止
な
ど
、

地
方
行
政
に
大
き
く
関
わ
る
施
策

の
詳
細
が
ま
だ
不
明
で
あ
る
た
め
、

見
通
し
が
例
年
以
上
に
不
透
明
と

な
っ
て
い
ま
す
。
歳
入
は
、
市
税

収
入
が
昨
今
の
厳
し
い
経
済
情
勢

に
よ
り
、
ま
た
、
地
方
交
付
税
も

国
の
仮
試
算
で
は
本
年
度
比
0.3
％

減
と
な
る
な
ど
、
両
税
と
も
減
少

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
一
方
、
歳
出

は
、
少
子
高
齢
化
対
策
に
伴
う
扶

助
費
お
よ
び
後
期
高
齢
者
医
療
関

連
事
業
費
な
ど
、
義
務
的
経
費
の

増
大
は
避
け
ら
れ
な
い
状
況
で
す
。

　
平
成
22
年
度
予
算
編
成
に
当
た

っ
て
は
、
引
き
続
き
あ
ら
ゆ
る
歳

入
歳
出
の
見
直
し
を
図
り
、
限
ら

れ
た
財
源
の
中
で
最
大
の
行
政
効

果
を
上
げ
る
べ
く
、
将
来
に
向
け

た
都
市
基
盤
整
備
、
産
業
振
興
対

策
、
教
育
・
子
育
て
支
援
・
少
子

化
対
策
、
地
震
・
防
災
対
策
、
健

康
対
策
の
５
点
を
重
点
施
策
に
掲

げ
、
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
予
算
編
成

を
行
い
ま
す
。

商
工
水
産
関
係

　
「
全
国
龍
馬
フ
ァ
ン
の
集
い
」

　
「
つ
ら
ゆ
き
時
代
ま
つ
り
」

　
「
軽
ト
ラ
市
」
に
多
数
参
加

　
「
第
21
回
全
国
龍
馬
フ
ァ
ン
の

集
い
南
国
大
会
」
を
開
催
し
、
県

内
外
か
ら
多
数
の
龍
馬
フ
ァ
ン
が

参
加
し
ま
し
た
。
翌
日
に
は
、
才

谷
で
県
外
フ
ァ
ン
を
迎
え
て
地
元

の
皆
さ
ま
と
お
も
て
な
し
を
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
「
第
14
回
土
佐
日
記
つ

ら
ゆ
き
時
代
ま
つ
り
」
と
「
第
２

回
軽
ト
ラ
市
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
、
軽
ト
ラ
市
が
定
着
す

る
よ
う
進
め
て
い
き
ま
す
。

市
制
50
周
年
記
念
事
業

　
式
典
、
地
産
地
消
フ
ェ
ア
な
ど

　
の
各
種
事
業
を
開
催

　
市
制
施
行
50
周
年
記
念
事
業
は
、

10
月
１
日
に
記
念
式
典
を
行
い
ま

し
た
。
特
に
、
市
内
中
学
生
二
人

に
よ
る
作
文
朗
読
に
好
評
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
に
、
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど

自
慢
」
を
開
催
。
10
月
11
日
の
生

放
送
本
番
に
は
、
約
２
千
人
の
観

覧
者
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
10

月
３
日
に
は
、
名
誉
市
民
や
な
せ

た
か
し
氏
を
お
招
き
し
、
「
や
な

せ
た
か
し
ロ
ー
ド
お
披
露
目
式
」
、

「
ご
め
ん
生
姜
地
蔵
除
幕
式
お
よ

び
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
実
施
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
11
月
15
日
に
、

生
産
者
団
体
な
ど
多
く
の
関
係
団

体
の
ご
協
力
に
よ
り
「
地
産
地
消

フ
ェ
ア
」
を
開
催
し
、
市
内
外
か

ら
多
く
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

防
災
関
係

　
航
空
機
事
故
を
想
定
し
た

　
消
火
救
助
の
総
合
訓
練
を
実
施

　
高
知
龍
馬
空
港
内
で
の
航
空
機

事
故
を
想
定
し
た
消
火
救
助
・
救

護
の
総
合
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

負
傷
者
に
対
し
、
土
佐
長
岡
郡
医

師
会
や
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
（
災
害
派
遣
医

療
チ
ー
ム
）
と
連
携
し
て
訓
練
し
、

遺
体
安
置
所
の
設
置
や
遺
体
搬
送

に
つ
い
て
も
情
報
伝
達
訓
練
を
行

い
ま
し
た
。

　
自
主
防
災
組
織
の
新
規
結
成
は
、

４
組
織
を
立
ち
上
げ
、
地
域
防
災

マ
ッ
プ
の
作
成
や
防
災
訓
練
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
既
存
の

防
災
会
に
は
、
防
災
新
聞
を
作
成

し
て
情
報
の
共
有
化
を
強
化
す
る

な
ど
、
継
続
し
た
防
災
訓
練
の
実

施
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

農
林
関
係

　
早
期
米
は
「
や
や
良
」
、

　
普
通
期
米
は
「
平
年
並
み
」

　
今
年
の
本
市
の
早
期
米
は
、
５

月
上
旬
以
降
の
高
温
・
多
照
に
よ

り
茎
数
も
平
年
に
比
べ
や
や
多
く
、

作
況
指
数
103
で
「
や
や
良
」
と
な

り
、
市
北
部
の
普
通
期
米
は
、
「
平

年
並
み
」
と
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
21
年
産
米
価
は
、
コ
シ
ヒ

カ
リ
１
等
で
仮
渡
し
金
が
対
前
年

比
で
20
％
近
く
落
ち
込
み
、
米
栽

培
農
家
は
今
ま
で
以
上
に
経
営
が

厳
し
い
状
況
で
す
。

上
下
水
道
関
係

　
浸
水
対
策
事
業
新
川
幹
線
１
月

　
完
成
予
定
、
枝
線
は
全
線
完
成

　
上
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
大

篠
配
水
区
と
日
章
配
水
区
へ
の
連

絡
管
の
最
終
区
間
の
布
設
工
事
が
、

11
月
末
に
竣
工
し
、
現
在
、
本
年

度
内
の
送
水
開
始
に
向
け
、
残
る

切
り
替
え
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
浸
水
対
策
事
業
新
川
幹
線
工
事

は
、
大
鴦
交
差
点
に
係
る
重
要
区

間
70
メ
ー
ト
ル
の
改
修
が
１
月
末

に
完
成
予
定
で
あ
り
、
新
川
枝
線

工
事
は
、
計
画
区
間
180
メ
ー
ト
ル

が
10
月
末
に
全
線
完
成
し
ま
し
た

の
で
、
新
川
児
童
公
園
周
辺
地
区

の
浸
水
解
消
効
果
は
大
き
い
と
思

わ
れ
ま
す
。

工
業
団
地
造
成
事
業

　
用
地
取
得
契
約
完
了

　
平
成
23
年
分
譲
開
始
を
目
指
す

　
工
業
団
地
造
成
事
業
は
、
用
地

取
得
が
地
権
者
お
よ
び
関
係
者
の

ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
11
月
に

す
べ
て
の
契
約
を
完
了
し
ま
し
た
。

現
在
、
造
成
工
事
の
発
注
に
向
け

た
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
１
月

か
ら
本
格
的
に
工
事
が
始
ま
り
、

平
成
23
年
の
分
譲
開
始
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

地
域
雇
用
創
造
推
進
事
業

　
８
種
の
講
座
を
30
回
実
施

　
国
の
地
域
雇
用
創
造
推
進
事
業

に
つ
い
て
は
、
11
月
ま
で
に
農
業

指
導
者
研
修
や
地
域
ブ
ラ
ン
ド
研

究
講
座
な
ど
８
種
の
講
座
・
研
修

を
、
短
期
間
で
合
計
30
回
開
催
し

ま
し
た
。
本
事
業
は
、
雇
用
対
策
、

高
知
県
産
業
振
興
計
画
・
物
部
川

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
実
現
さ
せ

る
た
め
に
重
要
な
事
業
で
す
。

都
市
整
備
関
係

　
篠
原
・
南
小
籠
地
区
の

　
ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想
作
成
へ

　
篠
原
・
南
小
籠
地
区
の
ま
ち
づ

く
り
基
本
調
査
は
、
10
月
に
調
査

委
託
業
者
を
決
定
、
今
後
は
現
地

調
査
と
地
元
と
の
協
議
を
行
い
な

が
ら
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
構
想

を
作
成
し
、
実
現
の
た
め
の
方
策

を
検
討
し
ま
す
。

介
護
保
険
事
業

　
将
来
的
な
財
源
確
保
を

　
危
惧
す
る
意
見
が
出
さ
れ
る

　
平
成
21
年
度
南
国
市
高
齢
者
保

健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計

画
策
定
推
進
運
営
協
議
会
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
、

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
運
営
委
員

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
委
員
か
ら
、

利
用
者
１
人
当
た
り
の
給
付
額
が

毎
年
増
加
し
て
い
る
現
状
か
ら
将

来
的
な
財
源
確
保
を
危
惧
す
る
意

見
な
ど
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
指
定
更
新
に

関
す
る
事
務
手
続
き
に
つ
い
て
も
、

サ
ー
ビ
ス
の
質
を
確
保
す
る
観
点

か
ら
活
発
な
論
議
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

　
予
防
接
種
情
報
を
市
民
へ
周
知

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
は
、

ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
が
医
療
従
事

者
を
対
象
に
10
月
19
日
か
ら
開
始

さ
れ
、
ワ
ク
チ
ン
の
優
先
接
種
対

象
者
と
接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
接

種
医
療
機
関
名
な
ど
、
注
意
事
項

も
含
め
11
月
号
広
報
で
全
戸
配
布

し
、
市
民
へ
の
周
知
を
図
り
ま
し

た
。

定
額
給
付
金

　
給
付
終
了
、
給
付
率
99.1
％

　
定
額
給
付
金
給
付
事
業
は
、
申

請
受
付
期
間
を
終
了
し
、
対
象
と

な
る
２
万
１
千
546
世
帯
の
う
ち
２

万
１
千
357
世
帯
、
99.1
％
に
給
付
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
子
育
て
応

援
特
別
手
当
支
給
事
業
に
つ
い
て

も
、
654
世
帯
の
う
ち
653
世
帯
に
支

給
し
ま
し
た
。

　橋詰壽人市長は各議案の提案説明に先立ち、「市制施行50周年記念事業につい
ては、10月１日に記念式典および祝賀会を挙行しました。多数の関係者各位のご
出席を賜り、盛大に開催することができました。そのほかにも『ＮＨＫのど自慢』
や『地産地消フェア』など、各種の記念事業を実施しました。ご協力、ご参加い
ただいた市民の皆さまに、感謝申し上げます。学校施設整備については、懸案の
香長中学校校舎の増改築本体工事を、本年度内の着工を目指して準備を進めており、
北陵中学校屋内運動場の増改築本体工事も、武道場整備と併せて本年度中に着工
します。また、新型インフルエンザ対策については、すでに本格的な流行が始ま
っており、市内小・中学校や保育所では学級閉鎖などの対応をしています。ワク
チン接種も始まっており、引き続き、県や関係機関との連携による適切な対応と、
市民の皆さまへの正確な情報提供と迅速な対応に努めます」と述べた後、主要な
課題について報告しました。（内容は、あらましです）

12月議会
市政報告
12月議会
市政報告第343回市議会定例会12月４日

12月議会市政報告

教
育
関
係

　
小
・
中
学
校
３
校
で
研
究
発
表

　
日
章
小
学
校
、
三
和
小
学
校
、

北
陵
中
学
校
に
お
い
て
研
究
発
表

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
市
教
育

研
究
所
の
研
究
指
定
校
で
あ
る
日

章
小
学
校
と
三
和
小
学
校
で
は
、

「
英
語
活
動
」
と
「
算
数
科
」
の

取
り
組
み
を
発
表
し
、
北
陵
中
学

校
は
、
県
指
定
の
「
中
学
校
新
教

育
課
程
拠
点
校
」
と
し
て
、
新
学

習
指
導
要
領
の
完
全
実
施
に
向
け

た
研
究
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
第
44
回
南
国
市
社
会
福

祉
大
会
で
、
稲
生
小
学
校
と
香
南

中
学
校
を
、
地
域
の
方
々
と
の
交

流
を
継
続
し
て
き
た
こ
と
や
、
こ

れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
評
価
し
、
「
南
国

市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進
校
」
と
し

て
認
定
し
ま
し
た
。

　
例
年
１
月
に
開
催
し
て
い
る
「
食

育
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
「
地
産
地
消

フ
ェ
ア
」
と
同
時
に
開
催
し
、
医

学
博
士
の
本
多
京
子
氏
を
招
い
て

「
め
ざ
せ
！
食

育
健
康
家
族
」

と
題
し
た
講
演

を
行
い
ま
し
た
。
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①地域を知る ②地域住民の一員である自覚 ③防災技能・知識の獲得

防災マップの作成 児童・保護者・地域による会議 防災訓練・土のうづくり体験

目指す学校像
開かれた学校・いきいきとした学校
なごやかな学校・清潔で美しい学校

目指す子ども像
心豊かな子ども
考える子ども
たくましい子ども

学校通信

本校の教育

学校教育目標　人間性豊かな白木谷の子どもの育成
研究テーマ　　一人ひとりがいきいきと学ぶ授業の創造

～体験・探検・発見～

小さくても　　　　　と光れ

白木谷小学校
キラリキラリキラリ

　白木谷小学校は、南国市の北部に位置し、国分川の支流であ
る笠ノ川川沿いの谷あいにあります。校舎は、山の斜面を切り
開いた敷地に建てられ、きれいな空気と豊かな緑に包まれています。幼稚園が統合されてからは、地域唯
一の教育施設として、宝物のように大切にされています。校舎の竣工は平成14年３月で、多目的ホールや、
和室、会議室を備え、地域の生涯学習施設としても活用されています。
　本年度児童数は18名。南国市で一番小さい学校ですが、子どもたちは、誰に対しても元気に明るくあい
さつすることができますし、大勢の前でも臆することなく大きな声で発表・発言する力を持っています。
それは、一人ひとりが学校の主人公としての活躍の場をたくさん持っているからです。また、「家庭・地
域との連携教育」による農業体験活動や防災教育、「幼小中連携教育」「県外校との交流」などによって
も培われています。

連　携　教　育 家庭・地域ぐるみ教育楽しい授業の創造

○幼・小・中との交流
○つばさ交流

○防災活動
○農業体験活動

○防災・地域学習を核に
○白木谷タイム算数・国語

もみまきもみまきもみまき

四方竹取り四方竹取り四方竹取り

地域との連携地域との連携
　白木谷国際現代美術館見学　白木谷国際現代美術館見学
地域との連携
　白木谷国際現代美術館見学

白木谷小の防災教育　３つの重点

つ
ば
さ
交
流

つ
ば
さ
交
流

つ
ば
さ
交
流

つ
ば
さ
交
流

つ
ば
さ
交
流

連
携
教
育

連
携
教
育

連
携
教
育

連
携
教
育

連
携
教
育

農
業
体
験
活
動

農
業
体
験
活
動

農
業
体
験
活
動

農
業
体
験
活
動

農
業
体
験
活
動

那覇市立壺屋小
学校来校

一生懸命すること
を忘れずに。

日本一の
生産量だよ。

30cm上から
ぱらぱらまきます。

たちばな幼稚園・奈路小学校とのたちばな幼稚園・奈路小学校との
なかよし交流（川遊び）なかよし交流（川遊び）
たちばな幼稚園・奈路小学校との
なかよし交流（川遊び）

民生児童委員さん・奈路小学校との民生児童委員さん・奈路小学校との
梅取り交流梅取り交流

民生児童委員さん・奈路小学校との
梅取り交流

大学と連携した全校算数大学と連携した全校算数大学と連携した全校算数

白木谷タイム算数白木谷タイム算数白木谷タイム算数

わら焼きタタキづくりに挑戦わら焼きタタキづくりに挑戦わら焼きタタキづくりに挑戦

プレゼントは白木谷特製プレゼントは白木谷特製
竹のプランター竹のプランター
プレゼントは白木谷特製
竹のプランター
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長岡小学校では
「人間尊重の精神を基盤にし
て、一人ひとりの個性と能力
の伸長につとめ、健康で豊か
な人間性の育成」を目指し、
全教職員が協力し、日々教育
活動に取り組んでいます。

　これから私たちは、自分たちのふる
さと長岡を一人ひとりの人権が大切に
されるまちにしていきたいと思います。
　そのためにも、まず私たちの長岡小
学校をいじめや、仲間外れの無い学校
にしていきたいと思います。

　私たちは、「高齢者の人権」
について学習しました。

わ
く
わ
く
タ
ウ
ン
ス
タ
デ
ィ
ー

開
講
式

○自分や仲間を大切にする子
○自ら学ぶ子
○たくましい子

とし、児童一人ひとりが自分や相手を大切にし、みんながのびのびと明るく学校生活を送ることができる
よう、人権教育に力を入れて取り組んでいます。

＊＊＊
＊
＊

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

＊
＊＊
＊＊＊＊＊＊

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

＊
＊
＊＊＊

「出会い・触れ合い・学び合い……確かな学力と豊かな人権感覚の育成｣

学校通信

長岡小学校の人権教育

　「出会い・触れ合い・学び合い」をテーマに全学年で取り組んでいます。５・６年生の取り組みの一端
をご紹介します。

人権総合学習

　「わくわくタウンスタディー」とは、全教職員が５・６年生と一緒に各グループに分かれ、それぞれの
人権課題について講師のお話を聞き、調べ、まとめ発表していく活動です。

わくわくタウンスタディー

目指す子ども像

　長岡小学校の人権教育では、多くの人との出会い・
触れ合い、そして学び合いを大切に、確かな学力と
豊かな人権感覚をもった児童の育成を目指しています。
　学びの中心は、人権総合学習の場が中心となりま
すが、すべての教科・活動の場において、さまざま
な体験活動を取り入れながら、子どもたちの健やか
な成長を目指しています。

　私たちは、「在日外国人の人権」
について学習をしました。



11／８　第14回土佐日記つらゆき時代まつり

平安絵巻を再現！平安絵巻を再現！
11／15　市制施行50周年記念事業「地産地消フェア」

地産地消でみんなが元気地産地消でみんなが元気

▲11／１　外国人のための防災
訓練（日章福祉交流センター）

▲11／７　第14回南国市小学生
駅伝競走大会
　　（スポーツセンター周辺）

▲11／７　国府史跡保存会発足
50周年記念事業「まほろばの里
まつり」　　　（古今集の庭）

▲11／８　第６回ハガキでごめ
んなさい全国コンクール表彰式
　　（商工会館東側特設会場）

▲11／８　第２回地産地消ごめ
んの軽トラ市（後免町商店街）

▲11／10　あとむ幼稚園幼年消
防クラブ防火普及演奏
　　　　（サンプラザ新鮮館）

▲11／11　郷土料理の伝承およ
び交流会　　（高知農業高校）

▲11／11　南国市戦没者追悼式
　　　（ホリデイ・イン高知）

▲11／12　ひまわり幼稚園幼年
消防クラブ防火普及演奏
　　　　　　（マルナカ南国店）

▲11／14　第17回南国・香美・
香南畜産フェスティバル
　　　　　　（高知農業高校）

▲11／21・22　第９回西日本協
会対抗ペタンク選手権大会
　　　　（スポーツセンター）

▲11／23　南国土佐まるごと市
～なんこく特設市～
　　　　（神奈川県小田原市）

▲11／24　高知大学医学部外国
人留学生との交流懇談会
　（高知大学医学部付属病院）

▲11／27　久礼田小学校５年生が
カシオワールドオープンを見学
　　（黒潮カントリークラブ）

▲11／27～29　第10回稲生ふれ
あい文化祭２００９
　　　　　（稲生ふれあい館）

▲11／29　国分川ウオーキング
＆芋煮会　　　　　　（比江）

▲11／30　「久礼田中学校跡」
記念碑除幕式（久礼田公民館）

▲12／１　南国市補導委員会・南
国地区少年補導員連絡協議会が
非行防止パレード（市内巡回）

市
民
か
ら
の
お
便
り

市
民
か
ら
の
お
便
り

先
月
の
親
子
ク
イ
ズ
、
私
は
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
子
ど
も
と
義
母
に
写
真
を
見
せ
る
と
、
「
松
ぼ
っ
く
り
」
と
答
え
が
出
ま
し
た
。

市
民
か
ら
の
お
便
り

市
民
か
ら
の
お
便
り
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先
月
の
親
子
ク
イ
ズ
を
家
族
が
集
ま
っ
た
と
き
に
皆
で
考
え
ま
し
た
。
な
か
な
か
難
し
い
で
す
ね
。

　11月３日～８日、商工会主催の「第
14回土佐日記つらゆき時代まつり」
が開催されました。
　最終日の８日には、国分の「門出
の祭り」、前浜の「船出の祭り」、
後免町商店街周辺で恒例の「時代行
列」が繰り広げられました。紀貫之
（門田隆稔さん・香美市）と紫式部
（ミス高知の吉川奈歩さん・久礼田）
が市女笠や供奉らを伴い、平安絵巻
を再現しました。また、商工会館東
側特設会場では、もち投げや長渕ふ
としステージなどが行われ、訪れた
人を楽しませていました。

　「地産地消フェア」が11月15日、スポーツセンターで開かれまし
た。スポーツセンター内外に各団体の約40のブースが並び、地元野

菜などを使った料理や小学校給食150人分の試食に来場
者が列を作りました。
　合同開催の「健康なんこく☆きらり☆フェア」、ごめ
ん・ありがとう講座「野菜ソムリエになろう！」、南国
食育フォーラム「めざせ！食育健康家族」、クイズ「め
ざせ！野菜王！」第１回Ｖ（ベジタブル）１選手権も開
かれ、2,000人以上の来場者でにぎわいました。



452

市立学校の写真です。
①～④の学校名を答えてください。

松ぼっくり（松かさ）

■応募締切／１月15日貊必着
■あ て 先／蕷７８３－８５０１
　　　　　　南国市大鴦甲２３０１
　　　　　　南国市企画課「親子クイズ」係
■賞　　品／正解者の中から抽選で、５名に
　図書カード（1,000円）を贈呈
★応募総数／43通　　★正  解  率／91％

【第451回解答】

　親子クイズは、広報委員が毎月順番に
考えています。

先
月
の
親
子
ク
イ
ズ
を
親
子
で
考
え
ま
し
た
。
こ
う
い
う
ク
イ
ズ
、
私
は
好
き
で
す
♪

114

山本　直子さん（大鴦乙）
やまもと　 なお こ

にしむら　ひさゆき

西村　久幸さん（久礼田）

６年後を夢見て６年後を夢見て

料理はお任せ料理はお任せ

　
農
業
機
械
の
製
造
・
販
売
の
会
社
に
勤
務

し
て
約
18
年
。
現
在
は
品
質
管
理
の
仕
事
を

し
て
い
ま
す
が
、
入
社
か
ら
９
年
間
は
営
業

技
術
の
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
こ
ろ

は
１
年
の
半
分
、
国
内
外
へ
出
張
し
て
い
ま

し
た
。
い
ろ
ん
な
国
や
地
域
の
人
と
接
し
、

今
の
自
分
が
形
成
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　
小
学
４
年
か
ら
始
め
た
サ
ッ
カ
ー
が
好
き

で
、
北
陵
少
年
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
の
コ
ー

チ
を
し
て
い
ま
す
。
長
男
（
５
歳
）
の
い
る

園
児
と
小
学
１
年
生
を
指
導
し
て
い
ま
す
。

長
男
が
「
６
年
後
に
は
パ
パ
を
Ｊ
ビ
レ
ッ
ジ

（
全
国
大
会
）
に
連
れ
て
行
く
」
と
言
っ
て

い
る
の
で
、
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
農
業
機
械
の
製
造
・
販
売
の
会
社
に
勤
務

し
て
約
18
年
。
現
在
は
品
質
管
理
の
仕
事
を

し
て
い
ま
す
が
、
入
社
か
ら
９
年
間
は
営
業

技
術
の
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
こ
ろ

は
１
年
の
半
分
、
国
内
外
へ
出
張
し
て
い
ま

し
た
。
い
ろ
ん
な
国
や
地
域
の
人
と
接
し
、

今
の
自
分
が
形
成
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　
小
学
４
年
か
ら
始
め
た
サ
ッ
カ
ー
が
好
き

で
、
北
陵
少
年
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
の
コ
ー

チ
を
し
て
い
ま
す
。
長
男
（
５
歳
）
の
い
る

園
児
と
小
学
１
年
生
を
指
導
し
て
い
ま
す
。

長
男
が
「
６
年
後
に
は
パ
パ
を
Ｊ
ビ
レ
ッ
ジ

（
全
国
大
会
）
に
連
れ
て
行
く
」
と
言
っ
て

い
る
の
で
、
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
「
夢
は
教
え
子
が
指
導
者
と
し
て
帰
っ
て
き

て
く
れ
る
こ
と
」
と
語
る
西
村
さ
ん
。
夢
が
叶

う
ま
で
指
導
者
と
し
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
「
夢
は
教
え
子
が
指
導
者
と
し
て
帰
っ
て
き

て
く
れ
る
こ
と
」
と
語
る
西
村
さ
ん
。
夢
が
叶

う
ま
で
指
導
者
と
し
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

 
家
族
は
４
人
で
、
娘
一
家
と
一
緒
に
住
ん

で
ま
す
。

　
縫
い
物
が
得
意
で
、
エ
プ
ロ
ン
を
作
っ
た

り
着
物
を
洋
服
に
仕
立
て
直
し
た
り
し
て
い

ま
す
。
す
そ
直
し
も
す
ぐ
で
き
ま
す
よ
。

　
料
理
も
好
き
で
す
。
第
２
回
空
弁
コ
ン
テ

ス
ト
で
は
、
優
秀
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

１
回
目
の
時
か
ら
興
味
が
あ
っ
た
の
で
、
２

回
目
の
開
催
を
知
り
、
娘
と
一
緒
に
参
加
し

ま
し
た
。
メ
ニ
ュ
ー
は
、
孫
が
お
い
し
い
と

褒
め
て
く
れ
た
ミ
ョ
ウ
ガ
ご
は
ん
か
ら
ヒ
ン

ト
を
得
て
考
え
ま
し
た
。
ち
ら
し
ず
し
な
ど

の
和
風
の
料
理
が
得
意
で
、
地
区
の
運
動
会

の
お
疲
れ
会
で
腕
を
振
る
っ
た
り
も
し
ま
す
。

 
家
族
は
４
人
で
、
娘
一
家
と
一
緒
に
住
ん

で
ま
す
。

　
縫
い
物
が
得
意
で
、
エ
プ
ロ
ン
を
作
っ
た

り
着
物
を
洋
服
に
仕
立
て
直
し
た
り
し
て
い

ま
す
。
す
そ
直
し
も
す
ぐ
で
き
ま
す
よ
。

　
料
理
も
好
き
で
す
。
第
２
回
空
弁
コ
ン
テ

ス
ト
で
は
、
優
秀
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

１
回
目
の
時
か
ら
興
味
が
あ
っ
た
の
で
、
２

回
目
の
開
催
を
知
り
、
娘
と
一
緒
に
参
加
し

ま
し
た
。
メ
ニ
ュ
ー
は
、
孫
が
お
い
し
い
と

褒
め
て
く
れ
た
ミ
ョ
ウ
ガ
ご
は
ん
か
ら
ヒ
ン

ト
を
得
て
考
え
ま
し
た
。
ち
ら
し
ず
し
な
ど

の
和
風
の
料
理
が
得
意
で
、
地
区
の
運
動
会

の
お
疲
れ
会
で
腕
を
振
る
っ
た
り
も
し
ま
す
。

　
「
お
ば
あ
さ
ん
の
み
そ
汁
は
一
杯
千
円
で
も

売
れ
る
」
と
お
孫
さ
ん
お
墨
付
き
の
み
そ
汁
を
、

一
度
味
わ
っ
て
み
た
い
も
の
で
す
！

　
「
お
ば
あ
さ
ん
の
み
そ
汁
は
一
杯
千
円
で
も

売
れ
る
」
と
お
孫
さ
ん
お
墨
付
き
の
み
そ
汁
を
、

一
度
味
わ
っ
て
み
た
い
も
の
で
す
！
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親
子
ク
イ
ズ
の
中
で
、
先
月
の
よ
う
な
写
真
の
ク
イ
ズ
が
一
番
苦
手
で
す
。
い
つ
も
当
て
ず
っ
ぽ
う
で
す
。

【第451回当選者】

伊藤　  淑  　さん（大鴦甲）
宗我部心音　さん（大鴦乙）
井上嵯知子　さん（後免町）
井上　幸雄　さん（稲　生）
井上　美恵　さん（緑ヶ丘）

市
民
か
ら
の
お
便
り

市
民
か
ら
の
お
便
り

市
民
か
ら
の
お
便
り

市
民
か
ら
の
お
便
り

① ② ③ ④
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も
し
、
部
落
外
の
人
が
、
出
産
の
た

め
に
病
院
に
行
こ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、

た
ま
た
ま
通
り
か
か
っ
た
「
部
落
」
で

陣
痛
が
起
こ
っ
て
出
産
し
た
ら
、
生
ま

れ
た
子
ど
も
は
「
部
落
民
」
に
な
る
の

か
ど
う
か
。

　
野
中
広
務
・
辛
淑
玉
著
「
差
別
と
日

本
人
」
の
中
に
出
て
く
る
問
い
で
あ
る
。

　
部
落
差
別
の
成
り
立
ち
は
多
様
だ
と

考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
本
の
中
に
出
て

く
る
答
え
は
、
「
部
落
民
で
あ
る
こ
と

も
、
部
落
民
で
な
い
こ
と
も
あ
る
」
と

い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
か
と
い
う

と
、
そ
れ
を
決
め
る
の
は
差
別
を
す
る

側
だ
か
ら
だ
。
そ
こ
に
合
理
的
な
判
断

基
準
は
な
い
。
人
々
は
、
自
分
に
都
合

の
よ
い
基
準
を
も
っ
と
も
ら
し
く
設
け

て
差
別
を
繰
り
出
す
、
と
著
者
は
訴
え

る
。

　
中
学
校
の
歴
史
教
科
書
を
見
て
み
る

と
、
幕
末
の
こ
ろ
の
日
本
の
総
人
口
は

推
定
で
約
３
２
０
０
万
人
で
あ
り
、
そ

の
内
訳
は
、
百
姓
が
約
85
％
、
武
士
が

約
７
％
と
な
っ
て
い
る
。
全
体
か
ら
見

れ
ば
、
ご
く
一
部
で
あ
る
武
士
の
生
活

を
支
え
た
の
は
大
多
数
の
百
姓
か
ら
の

年
貢
だ
っ
た
。
当
時
は
、
今
の
よ
う
に

科
学
も
発
達
し
て
お
ら
ず
、
十
分
な
収

穫
が
得
ら
れ
な
い
こ
と
も
多
く
、
食
糧

を
十
分
に
確
保
す
る
こ
と
が
難
し
か
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
重
い
年
貢
に
、
当
然
、

百
姓
は
不
満
を
も
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

幕
府
は
、
百
姓
の
不
満
を
そ
ら
す
た
め

に
身
分
制
度
を
利
用
し
た
。
「
自
分
た

ち
よ
り
も
下
の
身
分
の
者
が
い
る
。
そ

れ
を
思
え
ば
我
慢
し
な
け
れ
ば
…
」
。

　
人
は
、
自
分
よ
り
も
強
い
者
か
ら
存

在
価
値
を
否
定
さ
れ
た
り
、
劣
等
感
を

も
た
さ
れ
た
り
し
た
と
き
、
自
己
の
劣

等
感
を
払
拭
す
る
た
め
に
、
自
分
よ
り

弱
い
者
を
差
別
す
る
こ
と
で
傷
つ
い
た

心
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
ろ
う
と
す
る
。

　
こ
こ
に
、
部
落
差
別
を
は
じ
め
と
す

る
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
支
え
る
心
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
あ
の
人
よ
り
は
ま
し
な
暮
ら
し
を
し

て
い
る
、
こ
の
人
よ
り
は
ま
し
な
学
校

に
行
っ
て
い
る
な
ど
、
私
た
ち
の
心
の

中
に
も
、
誤
っ
た
優
越
感
が
な
い
か
ど

う
か
、
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
か
も
し
れ
な
い
。

＊
こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
、
私
た
ち
一
人
ひ

と
り
が
自
分
を
大
切
に
し
、
互
い
に

認
め
合
っ
て
、
か
け
が
え
の
な
い
人

生
を
幸
せ
に
生
き
る
た
め
に
、
日
々

の
暮
ら
し
の
中
で
、
人
権
に
つ
い
て

多
様
な
視
点
で
考
え
る
こ
と
を
目
的

に
し
て
い
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

人
権
啓
発
広
報
委
員
会

（
蕁
８
８
０
・
６
５
６
９
）
ま
で※申込先・お問い合わせは

　スポーツセンター内「まほろばクラブ南国」
　（蕁８６５－８０１５）まで

■とき／１月19日貂、26日貂、
　２月２日貂、９日貂、16日貂、23日貂
　14：00～16：00
■ところ／スポーツセンター
■講師／岡林寿男
■対象／大人20名程度
■会費／2,000円（６回分・保険料を含む）
■申込締切／１月15日貊

そのほかにも、「太極拳教室」と
「ボール体操教室」を開催します。
詳しくは、お問い合わせください。

総合型地域スポーツクラブ総合型地域スポーツクラブ 「まほろばクラブ南国」総合型地域スポーツクラブ総合型地域スポーツクラブ 「まほろばクラブ南国」総合型地域スポーツクラブ 「まほろばクラブ南国」
新春スポーツ教室
新年の目標に何か運動を始めませんか？  気軽に運動を楽しめる教室です！

スポーツ吹矢教室いきいき健康体操教室

ヨガ教室

スポーツ吹矢教室
　簡単なステップ台などを使ったフィットネス
です。足腰を鍛えませんか！
■とき／１月13日貉、20日貉、27日貉、
　２月３日貉、10日貉　13：30～14：30
■ところ／スポーツセンター
■講師／有安裕美
■対象／大人20名程度
■会費／1,500円（５回分・保険料を含む）
■申込締切／１月11日豺

いきいき健康体操教室

■とき／１月18日豺、25日豺、２月１日豺、
　８日豺、15日豺　13：30～14：30
■ところ／スポーツセンター
■講師／濱田泰行
■対象／大人20名程度
■会費／1,500円（５回分・保険料を含む）
■申込締切／１月14日貅

ヨガ教室
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先
月
の
親
子
ク
イ
ズ
の
写
真
、
最
初
は
ア
サ
ガ
オ
の
種
の
か
た
ま
り
だ
と
思
い
ま
し
た
。

先
月
の
親
子
ク
イ
ズ
の
写
真
、
初
め
は
奇
妙
な
物
体
に
見
え
ま
し
た
（
笑
）
。
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第
３
回
地
産
地
消

　
ご
め
ん
の
軽
ト
ラ
市
出
店
者

　
軽
ト
ラ
ッ
ク
や
ミ
ニ
バ
ン
な
ど

の
荷
台
で
農
産
物
、
海
産
物
、
加

工
食
品
な
ど
を
販
売
す
る
出
店
者

を
募
集
し
ま
す
。

■
と
き
／
１
月
24
日
豸
午
前
９
時

　
〜
午
後
１
時
（
小
雨
決
行
）

■
と
こ
ろ
／
後
免
町
商
店
街

■
募
集
台
数
／
30
台

＊
申
込
多
数
の
場
合
は
選
考

■
出
店
料
／
１
千
円

■
申
込
方
法
／
商
工
会
に
あ
る
所

定
の
申
込
用
紙
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
／
１
月
12
日
貂
必
着

※
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

南
国
市
商
工
会

（
蕁
８
６
４
・
３
０
７
３
）
ま
で

　
こ
う
ち
農
商
工
連
携

　
基
金
事
業

　
財
団
法
人
高
知
県
産
業
振
興
セ

ン
タ
ー
で
は
、
県
内
の
農
林
漁
業

者
な
ど
と
中
小
企
業
者
が
連
携
し

て
行
う
新
商
品
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の

開
発
・
販
売
促
進
、
人
材
育
成
の

取
り
組
み
を
支
援
す
る
助
成
事
業

（
計
画
期
間
は
３
年
以
内
）
の
募

集
を
行
い
ま
す
。

①
農
商
工
連
携
事
業
化
支
援
事
業

■
事
業
概
要

▼
新
事
業
動
向
等
調
査
事
業

▼
新
商
品
・
新
技
術
・
新
役
務
開

発
事
業

▼
販
路
開
拓
事
業

▼
人
材
育
成
事
業

＊
設
備
投
資
、
個
別
事
業
に
か
か

る
経
費
、
人
件
費
は
対
象
外

■
助
成
率
／
３
分
の
２

■
助
成
限
度
額
／
年
500
万
円

②
農
商
工
連
携
新
商
品
等
開
発
推

進
事
業

（
連
携
体
に
大
学
、
試
験
研
究
機

関
な
ど
を
含
む
も
の
と
す
る
）

■
事
業
概
要

▼
新
商
品
・
新
技
術
・
新
役
務
開

発
事
業

＊
設
備
投
資
、
人
件
費
は
対
象
外

■
助
成
率
／
10
分
の
10

■
助
成
限
度
額
／
年
１
千
万
円

■
募
集
期
間

　
１
月
12
日
貂
〜
２
月
12
日
貊

※
お
問
い
合
わ
せ
は

譛
高
知
県
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

産
業
連
携
推
進
部
産
業
連
携
課

（
蕁
８
４
５
・
６
６
０
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

ま
で

　
南
国
市
嘱
託
職
員

■
職
種
／
電
話
交
換
業
務
お
よ
び

　
事
務
補
助
（
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
）

■
募
集
人
員
／
１
名

■
雇
用
期
間
／
３
月
中
旬
〜
平
成

　
23
年
３
月
末
（
更
新
有
り
）

■
勤
務
時
間
／
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
３
時
30
分
と
午
前
９
時
30

分
〜
午
後
４
時
30
分
の
交
代
制

（
６
時
間
勤
務
）

■
賃
金
／
市
嘱
託
職
員
賃
金
表
に

基
づ
く
額
（
日
額
６
千
500
円
）

■
申
込
方
法
／
職
種
を
記
入
し
、

履
歴
書
を
郵
送
ま
た
は
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
／
１
月
28
日
貅
必
着

■
面
接
予
定
日

　
２
月
９
日
貂
午
後
１
時
〜

※
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

総
務
課
職
員
係

（
〒
７
８
３
・
８
５
０
１

南
国
市
大
鴦
甲
２
３
０
１

蕁
８
８
０
・
６
５
５
１
）
ま
で

　
第
　
回

　
南
国
市
駅
伝
競
走
大
会

　
レ
ー
ス
中
は
、
温
か
い
ご
声
援

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
と
き
／
１
月
17
日
豸

（
雨
天
決
行
）

■
各
関
門
（
選
手
通
過
予
定
時
刻
）

▼
ス
タ
ー
ト
（
午
前
９
時
40
分
）

香
長
中
学
校

▼
第
１
中
継
所
（
午
前
９
時
55
分
）

芦
ヶ
谷
坂
中
程

▼
第
２
中
継
所
（
午
前
10
時
５
分
）

十
市
石
土
池
北
東

▼
第
３
中
継
所
（
午
前
10
時
18
分
）

浜
改
田
コ
ス
モ
石
油
中
村
石
油
前

▼
第
４
中
継
所
（
午
前
10
時
28
分
）

ト
リ
ム
広
場
西

▼
第
５
中
継
所
（
午
前
10
時
40
分
）

南
国
市
農
協
前
浜
支
所
南

▼
ゴ
ー
ル
（
午
前
10
時
52
分
）

　
香
長
中
学
校

※
お
問
い
合
わ
せ
は

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

（
蕁
８
６
５
・
８
０
１
５
）
ま
で

  

「
　
年
後
の
南
国
市
」

　
小
学
生
図
画
作
品
展

　
市
制
施
行
50
周
年
記
念
事
業
で

募
集
し
ま
し
た
「
50
年
後
の
南
国

市
」
小
学
生
図
画
作
品
（
全
320
点
）

を
展
示
し
ま
す
。

■
と
き
／
１
月
12
日
貂
〜
22
日
貊

■
と
こ
ろ
／
市
役
所
１
階
ホ
ー
ル

※
お
問
い
合
わ
せ
は

企
画
課
企
画
調
整
係

（
蕁
８
８
０
・
６
５
５
３
）
ま
で

森沢　良博（日吉町）

「今年も、よろしく！」

市
民
か
ら
の
お
便
り

市
民
か
ら
の
お
便
り

市
民
か
ら
の
お
便
り

市
民
か
ら
の
お
便
り

http://w
w
w
.joho-kochi.or.jp/

50

48

広 告

　
南
国
ス
ポ
ー
ツ

　
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き
な
人
、

日
ご
ろ
運
動
不
足
を
感
じ
て
い
る

人
、
誰
も
が
気
軽
に
参
加
で
き
る

楽
し
い
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

■
と
き
／
２
月
11
日
貅

　
午
前
９
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ
／
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ

■
種
目

▼
キ
ッ
ズ
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

（
さ
ま
ざ
ま
な
障
害
物
を
乗
り
越

え
て
、
タ
イ
ム
を
競
う
フ
ィ
ー

ル
ド
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
感
覚
の
ス

ポ
ー
ツ
）

▼
チ
ャ
ン
ス
ボ
ー
ル

（
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
の
ス
テ

ィ
ッ
ク
と
玉
を
使
用
し
、
打
撃

ラ
イ
ン
か
ら
得
点
ゾ
ー
ン
に
入

れ
て
、
得
点
を
競
う
ス
ポ
ー
ツ
）

■
対
象

▼
キ
ッ
ズ
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

　
小
学
生
限
定
・
個
人
参
加
可

▼
チ
ャ
ン
ス
ボ
ー
ル

　
小
学
生
以
上
・
４
名
１
組

■
参
加
費
／
無
料

■
表
彰
／
上
位
入
賞
チ
ー
ム
ほ
か

（
賞
品
有
り
）

■
申
込
方
法
／
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
参
加
希
望
種
目
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
連
絡
先

を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
／
１
月
29
日
貊

※
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

生
涯
学
習
課
文
化
ス
ポ
ー
ツ
係

（
蕁
８
８
０
・
６
５
６
９
、

　
蕭
８
８
０
・
６
２
０
１
）
ま
で

　
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア

　
仮
面
カ
ー
ニ
バ
ル
写
真
展

　
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
伝
統
的
な
仮

面
や
衣
装
を
ま
と
っ
た
人
々
が
織

り
な
す
独
特
な
情
景
写
真
な
ど
を

展
示
し
ま
す
。

■
と
き
／
１
月
10
日
豸
〜
31
日
豸

　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

■
と
こ
ろ

　
ア
ー
ト
ス
ペ
イ
ス
「
さ
わ
と
」

（
南
国
市
八
京
９
７
７
）

※
お
問
い
合
わ
せ
は

ア
ー
ト
ス
ペ
イ
ス
「
さ
わ
と
」

（
蕁
８
６
２
・
１
２
５
０
）
ま
で

　
第
３
回
地
産
地
消

　
ご
め
ん
の
軽
ト
ラ
市

　
軽
ト
ラ
に
載
せ
た
農
産
物
や
加

工
品
な
ど
を
、
歩
行
者
天
国
に
し

た
後
免
町
商
店
街
で
販
売
す
る
、

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
ま
た
、

お
子
様
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も

予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
家
族

で
楽
し
め
る
と
思
い
ま
す
。

■
と
き
／
１
月
24
日
豸
午
前
９
時

〜
午
後
１
時
（
小
雨
決
行
）

■
と
こ
ろ
／
後
免
町
商
店
街

■
駐
車
場

　
南
国
市
役
所
、
南
国
市
商
工
会

■
主
催
／
地
産
地
消
ご
め
ん
の
軽

ト
ラ
市
実
行
委
員
会

　※
お
問
い
合
わ
せ
は

南
国
市
商
工
会

（
蕁
８
６
４
・
３
０
７
３
）
ま
で

　
国
際
交
流
講
座

　
英
会
話
中
級
コ
ー
ス
（
３
学
期
）

　
市
内
中
学
校
勤
務
Ａ
Ｌ
Ｔ
４
名

と
、
午
後
の
ひ
と
と
き
を
英
語
で

楽
し
く
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

英
語
に
興
味
の
あ
る
方
、
国
際
交

流
に
関
心
の
あ
る
方
、
ぜ
ひ
こ
の

機
会
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

■
と
き
／
１
月
27
日
貉
〜
３
月
17

日
貉
の
毎
週
水
曜
日

　
午
後
３
時
〜
４
時
30
分

■
と
こ
ろ

　
日
章
福
祉
交
流
セ
ン
タ
ー

■
対
象
／
18
歳
以
上
の
南
国
市
民

お
よ
び
市
内
勤
務
者
20
名

＊
高
校
生
程
度
の
英
語
力
が
必
要

■
受
講
料
／
２
千
円

■
申
込
締
切
／
１
月
18
日
豺
必
着

※
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
人
権
係

（
蕁
８
８
０
・
６
５
６
９
）
ま
で

　
英
会
話
教
室
（
３
学
期
）

　
市
内
小
中
学
校
勤
務
の
Ａ
Ｌ
Ｔ

５
名
が
交
代
で
行
う
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
な
自
由
で
楽
し
い
講
座
で
す
。

楽
し
く
英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
し
ま
せ
ん
か
？

■
と
き
／
１
月
25
日
豺
〜
２
月
22

日
豺
の
毎
週
月
曜
日

　
午
後
７
時
〜
９
時

■
と
こ
ろ
／
中
央
公
民
館

■
対
象
／
18
歳
以
上
の
南
国
市
民

お
よ
び
市
内
勤
務
者
20
名

■
受
講
料
／
１
千
200
円

■
申
込
締
切
／
１
月
18
日
豺
必
着

※
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
人
権
係

（
蕁
８
８
０
・
６
５
６
９
）
ま
で

　
ご
め
ん
・
あ
り
が
と
う
講
座

 「
農
業
指
導
者
研
修
」

　　
平
成
21
年
度

 
地
域
雇
用
創
造
推
進
事
業

　
農
業
指
導
が
で
き
る
人
材
を
育

成
す
る
た
め
、
土
作
り
か
ら
栽
培

技
術
ま
で
の
農
業
関
連
知
識
・
理

論
・
技
術
を
習
得
す
る
講
座
で
す
。

■
と
き
／
１
月
28
日
貅

　
午
後
２
時
〜
４
時

■
と
こ
ろ
／
グ
レ
ー
ス
浜
す
し

■
内
容

も
う
か
る
農
業
〜
「
ど
素
人
集

団
」
の
農
業
革
命
（
仮
称
）

■
講
師
／
嶋
崎
秀
樹
（
農
業
生
産

法
人
ト
ッ
プ
リ
バ
ー
代
表
取
締

役
社
長
）

※
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

南
国
市
地
域
雇
用
創
出
推
進
協
議
会

（
蕁
８
５
５
・
３
９
８
５
）
ま
で



　口座振替をご利用の方は、引き落とし
不能にならないよう納期限前に口座の残
金をお確かめください。

■とき／１月20日貉
　　　    10：00～15：00
■ところ／社会福祉センター

■とき／毎月第１・第３土曜日
　　　    10：00～12：00
■ところ／社会福祉センター
※あらかじめ電話で、社会福祉協
　議会（蕁８６３－４４４４）に
　予約してください。

■とき／１月４日豺・２月１日豺
　　　　９：00～９：30
■ところ／市役所北側駐車場
※お問い合わせは
　環境課環境係
 （蕁８８０－６５５７）まで

犬・猫の引き取り

人権・行政相談

無料法律相談
発生件数　       ３件

建物　　　         ２件
山林　　　         ０件
その他　  　       １件

《救急》
出動回数    180回
急病　  　      96回
交通事故　    23回
一般事故　　29回
その他　　　32回

（（1111月分）月分）

１月の納税は

人身事故件数 死者 負傷者
   21年11月
21年1月～11月

24件
279件

０人 31人
２人 320人

図書館だより

終極
ロスト・トレイン
ＳＯＳの猿
静人日記
すき・やき
人形のＢＷＨ
増大派に告ぐ
いつか響く足音
月桃夜
球体の蛇
算数宇宙の冒険
こぶとりたろう
ミアの選択
やめて！

今野敏
中村弦

伊坂幸太郎
天童荒太
楊逸

丸谷才一
小田雅久仁
柴田よしき
遠田潤子
道尾秀介
川端裕人
杉浦範茂
フォアマン
マクフェイル

ほか

１月の休館日
１日貊～４日豺

毎週月曜日、29日貊

市県民税（４期分）・国保税（７期分）

《火災》

INFORMATIONINFORMATION INFORMATIONINFORMATION
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空
港
環
境
整
備
協
会
が

　
教
育
機
器
な
ど
を
寄
贈

　
譛
空
港
環
境
整
備
協
会
が
実
施

す
る
「
学
校
等
に
対
す
る
教
育
機

器
等
の
寄
贈
」
お
よ
び
「
共
同
利

用
施
設
等
へ
の
備
品
の
寄
贈
」
事

業
と
し
て
平
成
21
年
度
は
、
香
長

中
学
校
、
大
篠
小
学
校
、
大
湊
小

学
校
、
大
湊
保
育
所
に
冷
暖
房
機

や
体
育
用
器
具
な
ど
が
寄
贈
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の
環
境
改
善
が

図
ら
れ
ま
し
た
。

　
物
部
川
統
合
堰
の
水
止
め

　
物
部
川
統
合
堰
の
破
損
状
況
調

査
の
た
め
、
水
止
め
を
行
い
ま
す
。

■
水
止
め
期
間

　
１
月
６
日
貉
午
後
５
時
か
ら

　
１
月
８
日
貊
午
後
５
時
ま
で

※
お
問
い
合
わ
せ
は

田
村
堰
井
筋
土
地
改
良
区
　
森

（
蕁
８
６
３
・
３
３
０
８
）

物
部
堰
井
筋
土
地
改
良
区
　
豊
永

（
蕁
８
６
３
・
３
４
１
９
）

久
枝
土
地
改
良
区
　
中
村

（
蕁
８
６
５
・
８
４
５
７
）
ま
で

　
小
蓮
公
民
館
健
康
相
談

　
高
知
大
学
医
学
部
と
小
蓮
地
区

で
は
、
小
蓮
公
民
館
で
健
康
相
談

を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
と
こ
ろ
／
小
蓮
公
民
館

■
時
間
／
午
後
１
時
〜
３
時

■
参
加
費
／
無
料

※
お
問
い
合
わ
せ
は

小
蓮
地
区
自
治
会
 
唐
岩
知
生

（
蕁
８
６
６
・
４
７
７
８
）
ま
で

　
暮
ら
し
の
手
続
き
無
料
相
談

　
暮
ら
し
の
う
え
で
の
あ
ら
ゆ
る

手
続
き
の
無
料
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
。

■
と
き
／
１
月
21
日
貅

　
午
後
１
時
〜
４
時

■
と
こ
ろ
／
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
お
問
い
合
わ
せ
は

Ｎ
Ｐ
Ｏ
地
方
行
政
支
援
セ
ン
タ
ー

（
蕁
０
８
０
・
３
９
２
１
・
３
０

４
９
）
ま
で

　
Ｄ
Ｖ
講
座

　
暴
力
か
ら
目
を
そ
ら
さ
な
い
で

　
Ｄ
Ｖ（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ

オ
レ
ン
ス
）
と
は
、
配
偶
者
や
恋

人
な
ど
親
密
な
関
係
に
あ
る
人
か

ら
ふ
る
わ
れ
る
暴
力
の
こ
と
で
す
。

■
と
こ
ろ

　
市
役
所
４
階
大
会
議
室

■
参
加
費
／
無
料

※
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
人
権
係

（
蕁
８
８
０
・
６
５
６
９
）
ま
で

　
南
国
中
央
病
院
地
域
勉
強
会

■
と
き
・
と
こ
ろ

▼
１
月
19
日
貂

午
後
２
時
30
分
〜
３
時
30
分

南
国
中
央
病
院
リ
ハ
ビ
リ
室

▼
２
月
２
日
（
火
）

午
後
２
時
30
分
〜
３
時
30
分

介
護
老
人
保
健
施
設
夢
の
里

■
テ
ー
マ

「
認
知
症
・
う
つ
・
閉
じ
こ
も
り
」

■
講
師

医
療
法
人
地
塩
会
　
南
国
中
央

病
院
　
宮
本
寛
医
師
ほ
か

■
参
加
費
／
無
料

※
お
問
い
合
わ
せ
は

南
国
中
央
病
院
地
域
勉
強
会
事
務
局

（
蕁
８
６
４
・
０
０
０
１
）
ま
で

　
住
民
税
か
ら
の

　
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

■
平
成
11
年
〜
18
年
中
に
居
住
を

　
開
始
さ
れ
た
方

　
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
住
民
税
か

ら
控
除
す
る
に
は
、
こ
れ
ま
で
は

市
に
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
申
告
書
の

提
出
が
必
要
で
し
た
が
、
平
成
22

年
度
か
ら
は
不
要
と
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
退
職
所
得
や
山
林
所

得
の
あ
る
方
、
ま
た
は
所
得
税
に

お
い
て
平
均
課
税
の
適
用
を
受
け

て
い
る
方
は
、
申
告
書
を
提
出
し

て
以
前
の
計
算
方
法
で
控
除
を
受

け
た
方
が
有
利
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　
平
成
22
年
３
月
15
日
ま
で
に
住

宅
ロ
ー
ン
控
除
申
告
書
の
提
出
が

な
け
れ
ば
、
申
告
を
不
要
と
す
る

新
制
度
で
算
出
し
た
控
除
額
が
自

動
的
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

■
平
成
19
年
・
20
年
中
に
居
住
を

　
開
始
さ
れ
た
方

　
所
得
税
で
控
除
期
間
を
延
長
す

る
特
例
が
選
択
で
き
る
た
め
、
住

民
税
か
ら
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
は

あ
り
ま
せ
ん
。

■
平
成
21
年
〜
25
年
中
に
居
住
を

　
開
始
さ
れ
た
方

　
勤
務
先
で
の
年
末
調
整
ま
た
は

所
得
税
の
確
定
申
告
に
よ
り
、
自

動
的
に
住
民
税
で
も
住
宅
ロ
ー
ン

控
除
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

税
務
課
市
民
税
係

（
蕁
８
８
０
・
６
５
５
４
）
ま
で

内容／講師と　き

１月14日貅
13：30～15：00

１月21日貅
13：30～15：00

１月27日貉
13：30～15：00

ＤＶ被害から身を守る／
岡崎貞三（南国警察署 生活安
全課長）
ジェンダーから考えるドメス
ティック・バイオレンス／
長妻由里子（高知女子大学文
化学部 准教授）
ＤＶってどんなこと？／
金川淳子（こうち男女共同参
画センター「ソーレ」）

寄贈備品名対象施設名 数量

香長中学校

大湊小学校

大湊保育所

大篠小学校

サッカーゴール一式
バレーボールネット一式
柔道用投げ込みマット

冷暖房機

体育用具倉庫
冷暖房機

冷暖房機

１
１
１

２

１
１

２

日 曜 場　　　　　　所　　　・　　　時　　　　　間

金

火

水

木

金

火

水

木

金

火

水

木

金

１/８

12

13

14

15

19

20

21

22

26

27

28

29

後免野田保育園
10:20～10:40

土佐希望の家
10:10～10:25

丸十園芸組合前
10:45～11:05

十市小学校
12:50～13:35

里保育所
10:20～10:40

稲生保育園
14:20～14:40

たちばな幼稚園
14:00～14:20

稲生小学校
12:50～13:30

白山荘
13:40～14:10

吾岡保育園
10:30～10:50

蒲原県営住宅
10:20～10:50

南海学園
11:00～11:20

久礼田小学校
12:50～13:35

岩村ふれあいセンター
10:55～11:15

医学部蒲原宿舎
10:55～11:15

十市保育園
10:30～11:00

久礼田保育所
10:25～10:45

長岡東部保育所
10:20～10:40

鳶ヶ池中学校
13:10～13:25

白木谷小学校
13:50～14:20

希望が丘分校
15:00～15:30

高知高専宿舎
13:10～13:30

久礼田西公民館
10:55～11:15

奈路小学校
14:45～15:20

後免野田小学校
12:50～13:35

長岡西部保育所
10:20～10:40

岡豊保育所
10:50～11:10

長岡小学校
13:00～13:40

岡豊小学校
13:00～13:30

長岡農協
13:50～14:10

JA三和支所
14:15～14:35

あけぼの保育所
10:20～10:40

香長中学校
13:00～13:20

寶生寺
11:15～11:35

白銀荘
14:05～14:25

香南中学校
12:35～12:55

星神社前
10:40～11:00

三和小学校
12:50～13:40

阿戸公民館
11:10～11:30

日章小学校
13:10～13:40

国府小学校
13:00～13:30

ケアハウスたんぽぽ
14:10～14:40

浜窪市営住宅
14:00～14:20

立田消防屯所南側
14:10～14:30

植野公民館
14:10～14:30

土佐厚生会国府寮
15:30～16:00

県住十市団地
14:35～15:15

奈路公民館
15:25～15:45

あとむ幼稚園
15:20～15:50

かりやストア前
14:45～15:05

緑ヶ丘2丁目
14:10～14:30

ひまわり幼稚園
15:35～16:05

グループホームワルツ
14:10～14:40

大篠小学校B
15:25～16:25

浜改田公民館
15:00～15:40

高専切正寮
13:35～13:55

南陣山公民館
14:20～14:40

大湊小学校
14:50～15:20

札場バス停前
10:20～10:40

大湊保育所
10:50～11:10

大篠小学校A
15:25～16:25

北陵中学校
15:45～16:05

大篠保育園
14:35～15:05

医学部中島宿舎
14:50～15:10

南部営農センター
14:30～14:50

タマリン館
14:40～15:00

定林寺公民館
14:50～15:10

明見保育所
10:15～10:35

国府保育所
10:35～10:55

「
松
ぼ
っ
く
り
」
を
子
ど
も
が
山
で
拾
っ
て
き
て
は
、
白
く
色
を
つ
け
て
ビ
ー
ズ
を
貼
り
、
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
に
飾
っ
て
い
ま
す
。

市
民
か
ら
の
お
便
り

市
民
か
ら
の
お
便
り

先
月
の
親
子
ク
イ
ズ
の
写
真
、
我
が
子
に
と
っ
て
初
め
て
見
る
「
松
ぼ
っ
く
り
」
に
な
り
ま
し
た
。
今
度
、
本
物
を
見
に
行
こ
う
ね
螢

市
民
か
ら
の
お
便
り

市
民
か
ら
の
お
便
り

市役所の閉庁時間が
17時15分までに

　１月から、市役所の閉庁時
間を15分繰り上げします。
　市民の皆さんのご理解とご
協力をお願いします。
◎市役所開庁時間
　８時30分～17時15分

内容／相談担当者と　き

１月９日貍

１月16日貍

１月23日貍

１月30日貍
２月６日貍

関節リウマチ／公文義雄

うつ病などによる抑うつ状態
について／下寺信次

メタボリックシンドローム、
乳幼児の食事、低栄養の改善
／伊與木美保

ＣＴ検査／濱田典彦

心臓病・高血圧／宮野伊知郎

　「広報なんこく」12月号７ページ「申込受付施設・
面談日時」の記事の一部が間違っていましたので、
おわびして訂正します。

誤　＊兄弟姉妹での申し込みの場合は、年齢が上の
児童の面談日時に受け付けします。

　　　　　　　　　　　 ↓
正　＊兄弟姉妹での申し込みの場合は、年齢が下の

児童の面談時間に兄姉も同時に受け付けします。

「
広
報
な
ん
こ
く
」
12
月
号
の

　お
わ
び
と
訂
正



INFORMATIONINFORMATIONINFORMATION※お問い合わせは
　環境課環境係（蕁８８０－６５５７）まで

蜷可燃物・プラスチック容器包装類・ペットボトル・ビ
　ンは指定袋で出してください。
＊指定ごみ袋代金はごみ処理手数料です。指定袋に入っ
　ていない上記のごみは収集しません。

■次の点を必ず守ってごみを出してください。

蜷指定日の午前５時～８時までに出してください。
蜷お住まいの地区のごみステーションに出してください。
＊地区外のごみステーションには出さないでください。

と　　き 地　　　　区 と　　き 地　　　　区

１月４日・18日
（第１・３月曜日）

１月５日・19日
（第１・３火曜日）

１月６日・20日
（第１・３水曜日）

１月11日・25日
（第２・４月曜日）

１月12日・26日
（第２・４火曜日）

１月13日・27日
（第２・４水曜日）

２月１日・15日
（第１・３月曜日）

１月７日・21日
（第１・３木曜日）

１月15日
（第３金曜日）

１月16日
（第３土曜日）

１月14日・28日
（第２・４木曜日）

１月８日・22日
（第２・４金曜日）

１月９日・23日
（第２・４土曜日）

上末松、上廿枝、国分、北小籠、三畠、
下末松、陣山、左右山、西島、西山、比江、
古市、立田、田村（ﾊﾞｲﾊﾟｽ北）、岩村、下咥内

（ﾊﾞｲﾊﾟｽ南）、浜改田、久枝、前浜、下島、田村
物部（下咥内を除く）、野田、後免町

２月１日・15日
（第１・３月曜日）

植田、植野、亀岩、久礼田、才谷、宍崎、上倉、中谷、
成合、白木谷、外山、奈路、八京、領石、幸町、元町、
三軒屋（長岡小籠）、東山町、小籠１～２丁目、
８区、小籠住宅、篠原（北村ストア横）

植田、植野、亀岩、久礼田、才谷、宍崎、上倉、中谷、
成合、白木谷、外山、奈路、八京、領石、幸町、元町、
三軒屋（長岡小籠）、東山町、小籠１～２丁目、
８区、小籠住宅、篠原（北村ストア横）稲生、片山、里改田、十市（南部）、田井、八木、

山崎、竹中、関、西野々、住吉野、大鴦団地、
篠原（北村ストア横を除く）、明見、伊達野 稲生、片山、里改田、十市（南部）、田井、八木、

山崎、竹中、関、西野々、住吉野、大鴦団地、
篠原（北村ストア横を除く）、明見、伊達野

上末松、上廿枝、国分、北小籠、三畠、
下末松、陣山、左右山、西島、西山、比江、
古市、立田、田村（ﾊﾞｲﾊﾟｽ北）、岩村、下咥内

笠ノ川、蒲原、小蓮、常通寺島、定林寺、滝本、
中島、八幡、岡豊町小篭、吉田、江村、祈年、
東崎（東部）、駅前町、日吉町、たちばな改良住宅 笠ノ川、蒲原、小蓮、常通寺島、定林寺、滝本、

中島、八幡、岡豊町小篭、吉田、江村、祈年、
東崎（東部）、駅前町、日吉町、たちばな改良住宅

十市（北部）、緑ヶ丘、稲吉、新川、西窪、野田口、
能間、東崎（西部）、城陸、朝日町、榎田町、天行寺

十市（北部）、緑ヶ丘、稲吉、新川、野田口、

１月４日・18日
（第１・３月曜日）天行寺

天行寺

西窪、能間、城陸、朝日町、榎田町、東崎（西部）
下島、田村（ﾊﾞｲﾊﾟｽ南）、浜改田、久枝、前浜、
物部（下咥内を除く）、野田、後免町

十市（北部）、緑ヶ丘、稲吉、新川、西窪、野田口、
能間、東崎（西部）、城陸、朝日町、榎田町、天行寺

広報なんこく１月号 21 広報なんこく１月号20

国民年金保険料の
納付期限は、
翌月の末日です。
忘れず納めましょう。

新成人の皆さんへ

今
年
も
楽
し
い
親
子
ク
イ
ズ
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

市
民
か
ら
の
お
便
り

市
民
か
ら
の
お
便
り

「平成21年分公的年金等の源泉徴収票」を送付

1月1日贔～2日贖はお休み 1月1日贔～2日贖はお休み

1月1日贔～2日贖はお休み

＊黒い袋、肥料やお米の袋で中身の確認ができない袋は
　危険なため、使用しないようお願いします。 ＊空き缶（飲料）と他の金属は袋を別にしてください。

田村、片山、里改田

 日  曜

片山、里改田、浜改田、天行寺、成合

十市（北部）、緑ヶ丘、岩村
稲生
久枝（開田を除く）、下島、前浜
下咥内、物部、久枝（開田）

領石、植野、久礼田、植田

野田口、能間、城陸、榎田町、朝日町、西窪、
新川、稲吉、東崎（西部）

野田口、能間、城陸、榎田町、朝日町、西窪、
新川、稲吉、東崎（西部）

野田口、能間、城陸、榎田町、朝日町、西窪、
新川、稲吉、東崎（西部）

笠ノ川、八幡、小蓮、定林寺、滝本、蒲原(団地･住宅を含む)
立田、田村
東山町、幸町、元町、小籠1～2丁目、８区、祈年、小籠住宅
東崎（東部）、日吉町、駅前町、東崎西部改良住宅

領石、植野、久礼田、植田
片山、里改田、浜改田、天行寺、成合

中島、常通寺島、吉田、江村、岡豊町小篭、三軒屋（長岡小籠）

１／４

9

8

7
6
5

11

15

13
12

14

16

20

18

19

22

21

25

27

23

2

28

26

水

火

金

木
水

火
月

火

金

木

月

月

水

月
火

月

北小籠、東山町、幸町、元町 、小籠１～２丁目、

浜改田

浜改田

十市（北部）、緑ヶ丘

十市（南部）、天行寺、成合
久礼田、植田

国分、比江、左右山、岩村

片山、里改田

奈路、亀岩、領石、植野、上倉、才谷、宍崎、外山、中谷
西島、古市
陣山、三畠、上末松、下末松、西山、上廿枝、
白木谷、八京、蒲原団地、蒲原住宅
後免町、東崎西部改良住宅、日吉町、西野田町１丁目
野田（西野田町１丁目を除く）、天行寺

８区（たちばな改良住宅・小籠住宅を含む）

伊達野、大鴦団地 

稲吉、西窪、新川、東崎（西部）
能間、野田口、朝日町、城陸、榎田町
稲生
下咥内、物部、久枝（開田）

祈年（たちばな改良住宅を除く）、東崎（東部）、駅前町

久枝（開田を除く）、下島、前浜

久枝（開田を除く）、下島、前浜

１／４

8

7

6

5

9

14
13
12
11

15
16
18
19

21

20

25
23
22

2

3

28
27
26

火

火
月

月
土
金

水

月
土

水

木

水

月

後免町、野田

中島、常通寺島、吉田、江村、岡豊町小篭、三軒屋（長岡小籠）

陣山、三畠、上末松、下末松、西山、上廿枝、西島、古市

国分、比江、左右山、北小籠
奈路、亀岩、上倉、才谷、宍崎、外山、中谷、白木谷、八京

田井、八木、山崎、竹中、関、西野々、住吉野、
大鴦団地、篠原、明見、伊達野

立田、十市（南部）、天行寺、成合

２／1

5
4
3

土

金

篠原、明見

木
水

土

十市（南部）

領石、植野、久礼田、植田

土
金

２／１

金

木

火
月
木

片山、里改田、浜改田、天行寺

木

水
火

木

土

田井、八木、山崎、竹中、関、西野々、住吉野、

立田
木
水

金

田井、八木、山崎、竹中、関、西野々、住吉野、
大鴦団地、篠原、明見、伊達野

水

火

日 曜  地　　　　区地　　　区

火

笠ノ川、八幡、小蓮、定林寺、滝本、蒲原（団地・住宅を除く）

ビン・雑ごみ・ペットボトルの収集

　国民年金は、老後の所得保障だけではなく、
病気やケガで重い障害が残った時などにも年金
が受給できるよう、保険料を出し合い、お互い
を支え合う制度です。
　20歳になると、年金手帳と納付案内書が送ら
れてきます（20歳の時点で厚生年金や共済組合
などに加入されている方や、その配偶者として
扶養されている場合を除く）。その年金手帳に
記載された基礎年金番号は、年金を受給する時
はもちろん、会社に就職する時など一生涯使い
ますので、大切に保管してください。
　「国民年金」は、学生の皆さんにも保険料の
納付が義務付けられていますが、「学生納付特
例制度」を利用すれば、在学期間中の保険料を
社会人になってから納めることができます。ま
た、学生以外の20歳代の方には、本人および配
偶者の前年の所得が一定額以下の場合に、保険
料の納付が猶予される「若年者納付猶予制度」
があります。いずれの制度も、市民課年金係で
受け付けていますので、保険料の納付が困難な
場合は、ご相談ください。

　国民年金・厚生年金保険および共済組合など
から支給される老齢または退職を支給事由とす
る年金は、所得税法上「雑所得」として取り扱
われ、課税の対象となります。
　公的年金などの支払者は、老齢年金などの受
給者に「公的年金等の源泉徴収票」をその年の
翌年１月末までに送付することとなっています。
　この「源泉徴収票」には、平成21年中に支払
われた年金の支払総額、年金から天引きされた
国保・介護保険料などの金額、源泉徴収税額お
よび控除内容などが記載されています。確定申
告の際には、この「源泉徴収票」が必要ですの
で、大切に保管してください。万が一紛失され
た場合は、南国年金事務所（旧南国社会保険事
務所）まで、ご連絡ください。
　なお、障害年金や遺族年金は、課税の対象と
ならないため「源泉徴収票」は発行されません。

※お問い合わせは
　市民課年金係（蕁８８０－６５５５）
　南国年金事務所（蕁８６４－１１１１）まで

　平成21年９月に南国市が申請していました「ど
ぶろく・リキュール」に係る特区について、平
成21年11月26日付けで「南国・土佐のまほろば
　どぶろく・リキュール特区」として国から認
定を受けました。
　今回の特区の認定により、酒税法の酒類製造

免許に関する年間最低製造数量の基準が緩和さ
れます。ただし、特区内においても「どぶろく」
「リキュール」を製造しようとする場合は、酒
類製造免許を取得しなければ、製造することは
できません。そのほか、食品衛生法などによる
酒類製造業許可なども必要になります。

※お問い合わせは、企画課企画調整係（蕁８８０－６５５３）まで

免許申請者

製　造　場

種　類 どぶろく リキュール

南国市内で酒類を自己の営業所で飲
用に供する業（農家レストラン・飲
食店・農家民宿など）を営む農業者
で、米（自ら生産したもの）を原料
として「どぶろく」を製造しようと
する者

南国市内で生産された地域の特産物
（ヤマモモ、梅、ビワ、ブドウ、メ
ロン、ブルーベリー、みかん、小夏、
大葉、ショウガ、トマト、ミント）
を原料とした「リキュール」を製造
しようとする者

特区区域内に所在する自己の酒類製造場であること

国から認定「南国・土佐のまほろば　どぶろく・リキュール特区」

■製造免許取得要件
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健康文化都市・南国健康文化都市・南国健康文化都市・南国保健福祉センターからのお知らせ保健福祉センターからのお知らせ

　
マ
マ
友
達
を
作
っ
て
気
分
を
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
ょ
う
！
親
子

で
遊
び
に
き
て
く
だ
さ
い
ね
。
赤

ち
ゃ
ん
の
計
測
も
で
き
ま
す
よ
。

　
電
話
で
の
育
児
相
談
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

集
い
の
日

集
い
の
日

マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
＆
ベ
ビ
ー

マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
＆
ベ
ビ
ー

■
と
き
／
毎
週
月
・
金
曜
日
　

　
午
前
９
時
30
分
〜
12
時

■
と
こ
ろ
／
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
１
階
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ル
ー
ム

＊
１
月
４
日
豺
・
22
日
貊
は
、休
み

　
で
す
。

出
張
ひ
よ
こ
ル
ー
ム

出
張
ひ
よ
こ
ル
ー
ム

■
と
き
／
１
月
22
日
貊

　
午
前
10
時
〜
11
時

■
と
こ
ろ
／
わ
か
く
さ
児
童
館

（
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
北
側
）

＊
駐
車
場
が
無
い
の
で
、
自
転
車

　
か
徒
歩
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

ひ
よ
こ
ル
ー
ム

ひ
よ
こ
ル
ー
ム

対
象
は
南
国
市
内
の
未
就
園
児

と
そ
の
保
護
者
で
す
。

子宮頚がん施設検診子宮頚がん施設検診子宮頚がん施設検診子宮頚がん施設検診子宮頚がん施設検診

南 国 病 院

あけぼの小児クリニック

高 田 内 科

しばた整形外科

き び 診 療 所

西田順天堂内科

鍋 島 医 院

たかはし内科小児科

山本循環器内科・眼科

日 曜 当　番　医 電 話

☆  休日在宅医（変更する場合があります）

＊当番医療機関では、専門外の疾病は十分診察でき
　ない場合もあります。

金

土

日

日

月

日

日

日

日

（大鴦甲）

（田村乙）

（大鴦乙）

（後免町）

（明　見）

（大鴦甲）

（国　分）

（緑ヶ丘）

（駅前町）

１／１

１／２

１／３

１／10

１／11

１／17

１／24

１／31

２／７

８６４－３１３７

８７８－６６１１

８６３－３９２５

８６４－３４１２

８０４－６５００

８６３－１８８１

８６２－００３０

８６５－５６８０

８６４－２５７５

内　　容 対　  象 日 曜 受付時間 と　　こ　　ろ

全地区

全地区

全地区

13：00～14：00
１歳６か月児健診

３歳４か月児健診

10か月児健診

４か月児健診

ポリオ（予防接種）

育児相談（集いの場）

木

木

木

木

木

１／28

１／６

１／28

１／21

１／７

２／４

１／14

水

木

10：00～11：00

保 健 福 祉 セ ン タ ー

十 市 高 齢 者 多 世 代 交 流 プ ラ ザ

10：00～10：30 十 市 高 齢 者 多 世 代 交 流 プ ラ ザ

＊次の方はがん検診料が無料です。検診申込時
または受付時に申し出てください。（70歳以
上の方、身体障害者手帳・療育手帳・精神障
害者保健福祉手帳をお持ちの方、市民税非課
税世帯・生活保護世帯の方、記念健診対象の
方）

■とき／２月８日豺、18日貅
■ところ／なんごく産婦人科
■受付時間
　14：00、14：30、15：00、15：30、16：00
■対象／20歳以上の女性（20年度未受診の方のみ）
■定員／先着20名（１日につき）
■検診料／800円
■申込受付開始／１月８日貊８：30～

　健康で長生きするための健康づくりの目
標である「健康日本21」への取り組みの一
つとして、「ヘルスサポーター21」講習会
を行います。生活習慣病予防を中心とした
講義と調理実習で、修了者は「ヘルスサポー
ター」に認定されます。
　あなたも普段の食生活を見直してみませ
んか。
■とき／２月９日貂10：00～15：30
■ところ／保健福祉センター
■講師／食生活改善推進員
■定員／35名
■受講料／100円　　
■持参物／筆記用具・エプロン・三角巾
■申込締切／１月29日貊
■内容

　高知大学との連携事業により講演会を行
います。内容は、新型インフルエンザにつ
いてです。ぜひ参加して、病気についての
知識を深めてください。お楽しみ抽選会も
あります。
■とき／１月30日貍９：45～11：30
■ところ／保健福祉センター
■演題／新型インフルエンザ・発生と対策
■講師／高知大学医学部家庭医療学講座
　　　　松下　雅英　先生
■参加費／無料

蜷ヘルスサポーターとは？
蜷健康日本21とは？
蜷生活習慣病は肥満を防ぐことから
　・メタボリック症候群とは？
　・ＢＭＩと腹囲をチェック！
蜷よい生活習慣を身につけよう
蜷生活活動と運動で身体活動を高めよう

蜷食事バランスガイドを活用して
　バランスのとれた食生活を
蜷食塩と油脂は意識して控えめに

  入れ歯の調子が悪い、物がよくかめない、
最近歯が痛い、何年も歯を診てもらってい
ないなどの理由で歯医者さんに相談したいが、
家庭で寝たきり、またはそれに近い状態に
あり、歯科医療機関に行くことができない
方を訪問します。
　ご希望の方は、お申し込みください。
■対象／家庭で寝たきり、または歯科医療
機関に行くことができない方
■内容／歯や口の中の清掃、義歯の点検、
歯科健診
■費用／無料
＊継続治療を希望する場合は有料

まだ受診されていない方、クーポン券に同封した受託医療機関一覧表を参考にして、お早めに受診を！

女性のがん検診『無料クーポン券』受診対象の方へ

無料クーポン券の有効期限は２月２８日です！

■
と
き
／
１
月
12
日
貂

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

■
と
こ
ろ
／
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
１
階
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ル
ー
ム

■
対
象
／
妊
婦
期
か
ら
生
後
５
か

　
月
ま
で
の
お
子
さ
ん
と
そ
の
保

　
護
者

＊
対
象
の
お
子
さ
ん
の
兄
姉
を
連

　
れ
て
の
参
加
の
場
合
は
、
子
ど

　
も
さ
ん
の
お
世
話
が
で
き
る
ご

　
家
族
の
同
伴
者
が
必
要
で
す
。

「ヘルスサポーター21」
受講生募集

講
　
　
義

調
理
実
習

訪問歯科サービスのお知らせ
第20回南国市健康づくり講演会
～はじめよう　未来が楽しい健康づくり～

（〒783-0004  南国市大鴦甲320  蕁８６３ー７３７３）

　この２ページの健診などの申込先・お問い合わせは、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まで保健福祉センター

申込先・お問い合わせ
至市役所

ガソリン
スタンド

至　香南市レストラン

家具屋

至高知市 南国バイパス

保健福祉
　　センター ＪＡ車両センター

後免町駅 葬祭場

広
域
農
道

約700袤
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１
月
号

　このコーナーへの応募は、写真
と赤ちゃんの名前（ふりがな）・
性別・住所・生年月日・電話番号
・コメントを添え、南国市企画課
「こんにちは赤ちゃん」係まで、
お送りください。
＊２歳の誕生日までの赤ちゃん（応
　募時）に限らせていただきます。

平成20年10月30日生まれ

とてもマイペースな性格。
これからどんな女の子に成長して
くれるか楽しみにしてます。

森田　眞夾  ちゃん（篠原）

平成20年10月28日生まれ

もり た　　  ま　こ

あ
と

が

き

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
昨
年
は
市
制
施
行
50
周
年

を
迎
え
、
「
な
ん
こ
く
１
年

を
振
り
返
る
」
コ
ー
ナ
ー
で

も
関
連
行
事
が
多
い
で
す
ね
。

　
今
年
は
100
周
年
に
向
け
て

の
折
り
返
し
点
で
す
。
初
心

に
戻
り
市
民
の
皆
さ
ま
の
た

め
の
広
報
紙
を
心
が
け
て
頑

張
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
　
　
（
Ｍ
）

橘　ひなの  ちゃん（駅前町）
たちばな

））） アスベスト被害者を救済したい  ）））

トゥンビパート　ナロンポン  さん
（タイ）

高知大学医学部留学生

　
昨
年
５
月
に
タ
イ
の
首
都

バ
ン
コ
ク
か
ら
高
知
へ
来
て
、

大
学
院
の
博
士
課
程
に
在
籍

し
て
い
ま
す
。
日
本
で
３
〜

４
年
間
、
職
業
病
予
防
の
研

究
を
す
る
予
定
で
す
。
で
き

れ
ば
二
つ
ほ
ど
論
文
を
発
表

し
、
認
め
ら
れ
れ
ば
３
年
間

で
留
学
を
切
り
上
げ
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
高
知
へ
来

る
ま
で
は
、
タ
イ
で
一
番
有

名
な
大
学
医
学
部
で
予
防
医

学
部
門
の
助
手
を
し
て
い
ま

し
た
。

　
タ
イ
の
医
療
費
は
、
原
則
、

公
立
の
病
院
は
無
料
で
、
民

間
の
病
院
は
38
バ
ー
ツ
（
日

本
円
の
約
100
円
足
ら
ず
）
ほ

ど
で
す
。
も
ち
ろ
ん
高
度
な

医
療
治
療
を
受
け
た
場
合
は

別
で
す
。

　
日
本
で
肺
結
核
患
者
が
多

い
と
言
う
こ
と
は
、
意
外
と

見
過
ご
さ
れ
知
ら
れ
て
い
ま

せ
ん
。
タ
イ
で
も
同
様
に
肺

結
核
患
者
が
多
く
い
ま
す
。

原
因
は
、
肺
結
核
に
感
染
し

て
い
る
と
い
う
自
覚
が
な
く
、

ま
た
自
覚
し
て
も
、
病
院
へ

行
く
と
一
日
仕
事
に
な
る
の

で
、
経
済
的
に
余
裕
の
な
い

人
は
、
病
院
へ
行
く
よ
り
は

働
く
こ
と
を
選
び
ま
す
。
そ

う
し
て
病
院
で
治
療
を
受
け

る
こ
と
な
く
多
く
の
人
々
と

接
触
し
、
感
染
者
が
気
付
く

こ
と
な
く
感
染
を
拡
大
さ
せ

て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　
日
本
で
は
５
年
前
か
ら
ア

ス
ベ
ス
ト
の
使
用
が
禁
止
さ

れ
ま
し
た
が
、
タ
イ
で
は
ま

だ
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
当
然

ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
じ
ん
肺

患
者
も
多
く
、
多
く
の
難
し

い
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

こ
の
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
患
者

の
救
済
に
全
力

を
尽
く
し
た
い
。

こ
の
点
で
は
日

本
の
支
援
、
援

助
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

市 　の 　統　計交流人口

面    積　１２５.３５裄
人    口　49,805人 （－   27）
　男　　23,739人 （－     8）
　女　　26,066人 （－   19）
世帯数    21,353世帯 （－   15）

高知自動車道
南国I.C.
入  125,782台
出  124,938台

高知龍馬空港
出発   50,835人
到着   51,521人

《11月分》

外国人登録者数
男 
女

登録国籍数

274人（＋  5） 
140人（＋  3）
134人（＋  2）
32カ国

　　　   （　）内は前月比          《平成21年11月30日現在》
出生数　  30人〔 男  19人・女  11人 〕 《11月分》

平成21年12月２日現在の有権者数
　　　　　　　　　　    40,294人（男  18,733人・女  21,561人）

「広報なんこく」は、地区連絡員さんたちのご協力で皆さんの家庭にお届けしています。

いつも男の子に
間違えられます…。
これからも元気で
明るい女の子に育ってネ！

タイ

バンコク


